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第2悶衛生工学シンポジウム
1994.11北海道大学学術交流会館
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道内の自動車整備工場における気中石綿濃度

(定期作業環境測定の結果から)

0池田和博，石塚久美)i泰山憲治
(中災防 北海道安全衛生サーピスセンター)

1 .捻乙めに

自動車整備業におけるブレーキライニング等の石綿製品取り扱い業務については1970年

代後半に業界の教育1)、行政の指導幻等がなされ既に10年余を経ている。

この関、北i毎道においても対象となる整備工場では石綿に係る特殊健康診断、作業主任
者の選任、作業環境測定等が行われ、衛生管理対策が進められている。

自動車整備業における気中石綿については、既にアメリカ幻日本心ヲイジランド白地で

種々報告されているが、今回、当ゼンターにて受託実施している自動車整備工場の作業環

境測定のうち、現惑の作業環境測定基準6)に準拠して定期に実施しているものについて、

主に濃度レベルの解析を行った。

鵡査対象は1985年間月から1992年 3月までの109社、延べ400単位作業場所である。

2.方法
試料採取はメンプランフィルター(採じん商直径 22~35mm，ポアサイズ0.8μm) を用い、

毎分1リットルの速度にて10.......30分関採気した。試料はアセトン・トリアセチン法にて透

明化処理後、 400倍の位相差顕微鏡を用いて長さ5μm以上、長さと掘の比3:1以上、幅3μm

以下の繊維状粉乙んを計数して気中濃度を求めたふ定量下販については分析精度等を加味

し、 O.1本/cm3としている。原則的には現行の作業環境測定ガイドブック刊に準拠して分

析を行っているが、!日ガイドブック法的と並行していた時期がある。

単位作業場所の平均的な濃度分布を知る目的で行うA測定6) (格子状に5~6ポイントの

測定点を設定〉については、測定開始から終了までを l時間以上かけて測定することとし

ており、特に気中濃度が高いと考えられる時間と場所を選んで別個に自測定6) (1点当り

10分間)を実施している。-測定結果については作業環境評価基準引に基づき評価しており、

対象となるクリソタイルの管理濃度は 2本/cm3であるo

なお、測定結果についてはパックグラウンド値を考慮していないが、環境庁の鵡査10)で

は幹線道路脇で空気 lリットルあたり最大10繊維 (0.01本/cm勺穂度であり‘現行の分析

条件等を考慮すると影響は少ないものと考える。

3.結果と考察 C表1)測定健の分布 I(単位:個)

作業環境の評価結果については 400単位

作業場所の全てが第1管理区分的 f作業環

境管理が適切であると判断されるJとの評
価であり、表1に示すようにA測定値の96

%， B測定健の83%，合計では 94%が定量下限

(本〆c田3)

o. 1来潟
O. 1 
0.2 
0.3 
計

A測定
( % ) 

2265 (96.1) 
76 ( 3.2) 
12 ( 0.5) 
3 ( o. 1) 
2356 (100 ) 

B測定 A ート B 
( % ) (U% ) I 

332 (83.0) 2597 (94.2) 
50 (12.5) 126 (4.6) 
13 ('3.3) 25 C 0.9) 
5 ( 1. 3) 8 ( 0.3) 
400 (100 ) 2756 000 ) 

値(0.1本/cm3)未満であった。そのため測定結果については測定場所毎の平均値での議論
を避け、個々の測定備について発現頻度に注呂した。最高濃度はA.B測定共に0.3(本/
cm3)であり、管理濃度に比して低いレベルにあることが示唆された。その理由としては、

調査対象の 75%が乗用車の襲備作業であり大量の粉じんを発散する大型車輔の割合が少な

かったこと、ブレーキドラム内堆積物に占める石綿の絶対量が少ないこと心、及び位相義

顕微鏡による計数法では細い石綿の読み落としが多いこと 11)等が考えられる。
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個々の測定データを作業内容別に分類し

た結巣を表2に示す。件数の多かった作業

としてはエアブロ一、スプレー式クリーナ、

湿式作業の)1闘である。一般にエアブローで

は粉じん濃度が高くなる日が気中石綿濃度

に関しては、他の作業方法に比して著しい

義は晃られなかった。本表は測定報告書上

〔表 2)作業内容別の分布(単位:個〉

zpdと (本/cm3) 

<0. 1 O. 1 0.2 0.3 
エアプロー 793 66 8 2 
スプレー式クリーナ 717 29 4 2 
水洗ci.毘式〕 420 12 6 3 
サンドペーパー研磨 396 3 4 
莫さま掃除機 153 12 。
その他 118 4 2 D 

合計

869 
752 
441 
404 
166 
124 

に記載のあった主な作業内容をまとめたものであるが、表記方法にムラがあるため、概略

的な傾向を見るにとどまる。この中で、サンド、ペーパーによるブレーキライニングの研磨

作業については、業界の作業マニュアル等1)でも離しく制限されているが、エアプローと

ともに、依然として日常的に行われでいることがうかがわれる。また、湿式作業について

はポリジョ、ッキ・ホースによる注水のほか、高圧水によるウォータブローが含まれており

庄力によっては粉じんの飛散が促されるケースが考えられる。

1990年以降の測定データのうち108単位作業場所について、定最下限値を管理濃度の100

分の1(0.02本/cm3:B測定については参考勺まで引き下げて再解析した結果(表3)でも

60覧強が定量下限値を下回る結果となっている。 〔表 3)測定儲の分布 II[単位:偲(%)] 

神山ら11>によれば、ガイドブヅク法と透過型電顕 濃度(本/cポ) A測定 B測定・ A+B 

(T日M)法の計数値では長さ5μm以上、幅0.2μm

以上の繊維に限ってもTEM法が3'"'-'4倍高く、クリ

ソタイルの位棺差顕微鏡による計数法の眼界が指摘

されている。これらについては分析手法の見直しを

含め、今後の諜題となろう。

0.02未満 445 (69) 36 (33) 481 (64) 
0.02 ...... 102 (16) 25 (23) 127 (17) 
0.04 ...... 57 ( 9) 24 (22) 81(11) 
0.06 ...... 12 ( 2) 2 ( 2) 14 ( 2) 
0.08 ...... 12 ( 2) 7 ( 6) 19 ( 3) 
O. 10 ...... 8 ( 1) 3 ( 3) 11( 1) 
O. 12 ...... 3(“) o ( 0) 3(崎)
O. 14 ...... 7( 1) 6 ( 6) 13 ( 2) 

4.まとめ O. 16 ...... 1 (四) 2 ( 2) 3(偽)

O. 18 ...... l(ω) 1(1) 2 (サ
0.20 ...... o ( 0) o ( 0) o ( 0) 
0.22 ...... o ( 0) 1 ( 1) l(サ|
0.24 ...... 。(0) 1(1) 1 (サ

自動車整備工場において実施した定期環境測定の

結果では、作業の方法に関わらず気中石綿濃度は低

いレベルにあった。環境管理対策の一環としての漉!

定の寄り方について、発散している繊維のサイズと

分析手法上の検出限界、短時間作業における測定評

価方法等、今後さらに慎重な検討が必要と考える。

計 648(100) 108 (100) 756(100) 
|最大儲:本Icm3 0.19 0.25 O. 25 
幾何平均 H 0.025 0.036 O. 026 

幾何標準偏差 1. 55 2.02 1. 65 
(B測定の下限は信頼限界 95%未満)
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